議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成25年2月6日(水)

午前10時～午前11 時3分
場　所　長久手市役所　2階委員会室
出席者　委員長　正木祥豊、副委員長　さとうゆみ、
　　　　委員

岡崎つよし、川本勝幸、水野とみ子、
じんの和子、川合保生、　　

議長　伊藤祐司、副議長　加藤和男、
市長、総務部長、総務部次長、
議会事務局長、同局長補佐、同専門員

１　あいさつ
　　議長

 　 市長

２　議題

（１）　平成25年第１回長久手市議会臨時会について

　ア 付議予定議案について

　　 　   市当局から議案第１号市が洞小学校校舎増築工事請負契約の締結についてを説明
　　　　　した。
　   イ 会期日程について

　　    事務局から説明し、２月12日（火）の１日間の会期とすることを確認した。
　　　

　ウ 議事日程について

　　    事務局から日程第１号について説明し了承した。損害賠償の額の決定及び和解につ
いては、諸般の報告に対する質疑を行う。議案第１号については、文教福祉委員会
に付託し、委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論採決を行う。
　エ その他
　　    事務局から付託表について説明。
（2） 地方自治法の一部改正に伴う議員提出議案（平成２５年第１回定例会）について
　　   （事務局）

　　　　内容については、先回の議会運営委員会までに審議したとおり。法規審査で修正の部分を説明する。また、地方自治法の一部を改正する法律の一部の施行期日を定める政令が閣議決定され、平成25年３月１日施行となったので、今回議員提出とする議案の施行期日は、平成25年３月１日となる。
1 長久手市議会会議規則の一部を改正する規則について
修正なし。
2 長久手市議会委員会に関する条例の一部を改正する条例について
　　　　第３条の「（常任委員の所属、常任委員会の名称、委員の定数及びその所管）」の読点を並びにで結び「（常任委員の所属並びに常任委員会の名称、委員の定数及びその所管）」に修正した。また、第３条の２の常任委員の定義を第３条の第１項に変更した。
3 長久手市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例について
　　　　第９条の「（第７条に規定する別表に基づく支出をいう。）」を「（第７条第２項に規定する別表に基づく支出をいう。）」に修正した。
　　　 （結論）

提出者はさとう議会運営委員会副委員長、賛成者は議会運営委員とし、提出議案を確認した。

（3） 議会運営委員会視察について

　　   （事務局）

　　　　日程、調査項目について説明。

1 三重県鳥羽市議会

　２月７日（木）午後１時30分から３時30分まで
議会改革の現状について

　　 　（議員間討議について、タブレット端末の利用について、執行部への反問権付与につ

いて）
2 三重県松阪市議会
２月８日（金）午前10時から正午まで
議会改革の現状について

　　 　（議員間討議について、請願者及び陳情者が直接説明する機会の保障について、執行
部への反問権・反論権付与について、ＵＳＴＲＥＡＭでの中継について）
（4） 議会報告会について

　　   （委員長）

　　　　４月14日（日）午前10時から正午まで議会報告会を開催する。まず、パワーポイントの使用をどうするかである。
　　　 （議長）
　　　　今勉強している。パワーポイントを使用すると決めた以上は、使用しなければいけ

ない。まずは、各委員長がパワーポイントを中心とした説明資料を作成してもらい、

やり方については精通者に教えてもらって事前に試行する必要がある。
　　　（委員長）
　　　　パワーポイントの資料作成等準備は副委員長にまかせたい。

　　　 （副委員長）
パワーポイントについては、伊藤議長、じんの委員、青山議員、田崎議員に協力願い、５人で行いたい。
　　　 （議長）
　　　　予算特別委員会の報告も入れるのか。入れるとなると説明席のスペース確保が難し
い。また、意見交換会の時間や項目の調整が必要である。
　　　 （委員長）
　　　　予算審議は住民に直結するものなので、入れるべきである。その変わり意見交換の

時間を短くしてはどうか。
　　　 （副委員長）
　　　　助言者はどうするのか。
　　　 （委員長）

　　　　助言者も必要である。
　　　 （委員）

　　　　議会だより編集特別委員会も入れるべきではないか。

　　　 （委員長）
　　　　議会だより編集特別委員会も入れればよい。また、司会者を川合委員にお願いする。
　　　 （副委員長）
　　　　予算特別委員会、３常任委員会、議会だより編集特別委員会すべて、説明者は委員

長だけでよいのではないか。
　　　 （委員長）
　　　　副委員長は委員長を補佐するため必要である。
　　　 （議長）
　　　　委員長だけでも５人になる。副委員長も入れるとかなりの数になり、説明者席へ着

席するので役割分担に支障はないか。
　　　 （委員長）

　　　　それでは、説明者は委員長だけでよい。
　　　 （副委員長）

　　　　予算特別委員会の説明後、各委員会は予算以外について説明するのか。
　　　 （委員）

　　　　今回、説明を予算関係に絞ったらどうか。まず、予算特別委員会で主要な説明を行

い、その後各委員会の予算関係を説明してどうか。
　　　 （議長）

　　　　重要な議案があればそれも含めればよい。予算特別委員会を中心に行い、その中で

も中身の濃いところは、各委員会で補足説明すればよい。

　　　 （事務局）
　　　　議会報告会の周知方法だが、議会だより№82（２月１日号）でも周知している。そ

の他の方法として、広報に掲載してもよい。また、議会ホームページにも掲載した

いので、掲載するチラシの原稿をもらいたい。
　　 　（委員長）
　　　  じんの委員にチラシ原稿作成をお願いする。
　　　 （副委員長）

　　　  図書館等の公共施設にチラシを貼ってはどうか。
　　　 （委員長）

        事務局に調整をお願いする。

　　　 （委員）

　　　  アンケートはどうするか。

　　　 （委員長）
　　　  前回と一緒でよい。

　　　 （結論）
パワーポイントについては、伊藤祐司議長、さとう副委員長、じんの委員、青山議員、田崎議員で行う。司会者は川合委員とする。

議会報告については、３常任委員会の他に予算特別委員会、議会だより編集特別委員会も入れ、予算関係を中心に説明する。また、説明者については、委員長のみとし、助言者も入れる。
　　　　報告会の周知は、市広報に掲載し、議会ホームページにチラシを掲載する（じんの委員原稿作成）。また、市の主な公共施設にチラシを貼る。
マイクは川合委員が準備する。アンケート内容は、前回と同様にする。

　　  ・次回の議会運営委員会は２月15日（金）午前10時から開催。






